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デジタル・ナレッジのご紹介
株式会社デジタル・ナレッジ

設立 ： 1995年12月20日

代表者 ： 代表取締役社長 𡌶(はが) 弘明 ／ 代表取締役COO  吉田自由児

本社 ： 東京都台東区上野5丁目3番4号 eラーニング・ラボ 秋葉原

そのほかの拠点： 西日本支社（大阪・肥後橋）、九州支店（福岡）
海外：キルギス、ウズベキスタン
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デジタル・ナレッジのご紹介
デジタル・ナレッジは、設立以来25年間「eラーニングのみ」に取り組んでいます。

７つの「ワンストップメニュー」
ｅラーニングを実現するために必要な全てのメニューを揃えています。
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最近の取り組みのご紹介

デジタル・ナレッジは、ウズベキスタン国と日本の間の

学びの架け橋となる Japan Digital University (JDU）
をプロデュースしています。
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最近の取り組みのご紹介

ウズベキスタンにいながら日本のオンライン大学へ留学でき、
日本の優良企業就職もサポートする民間のサテライトキャンパスです。
（協力をしてくださる通信制大学様を募集しています）
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本日の本題 今のニーズにお応えするため3月26日にリリースしました

を支援

はじめてのLMS

高等教育機関様の
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今のニーズにお応えするため 3月26日にプレスリリース発表

短期間に実現するため

パッケージASPサービス
「ナレッジデリ」

(実績のある こなれたLMS)

＋

「遠隔授業はじめかた
マニュアル」

(ノウハウ+運用支援)

をご提供
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「遠隔授業はじめかたマニュアル」 (ノウハウ+運用支援)抜粋
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参考資料／コンテンツバリエーション例

内部制作時

工事費用目安

スタジオ設置が必要

工数：大

制作コスト

目安

中～大

モバイル向け

可

(作り方に依る)

目的・用途

完成度の高い、目を引くコンテンツの制作が可
能。

後編集の工数が大きい。

書画カメラが必要

工数：小
小～中

内容によっては

細かく難しい

テキストへのこまかな書き込みや、模型を用い
た解説を伝える際に最適となる

作成工数は慣れれば大きくはない

電子黒板・照明が

必要 工数：中
中

可

(作り方に依る)

デジタルペンで書き込みながらの制作も可能。
講師が慣れる事も必要。

簡易撮影ならば

工数：小
小～中

可

(作り方に依る)

旧来慣れ親しんだスタイル

動画サイズは小さい

特に設備は不要

スマートフォンでも音
声収録は可能

小
音声なしも可
（電車内の動画
広告のイメージ）

動画の派手さはないが、手軽に制作することが
可能
退屈に思わせない工夫が必要

照明・マイクなどの
準備は必要
工数：小～大

中
可

(作り方に依る)

既存の動画の活用も可能

出張収録の発注を前提とした場合はコストがか
かる

専用機材が必要

工数：大
大＋

可

(作り方に依る)

現実では体験できない仮想空間における実習を
コンテンツ化し体験・体感することが可能。
クレーム対応、事故対応なども。

イメージ図

(構成)
コンテンツ種別

クロマキー合成

書画カメラ

電子黒板

動画・スライド連動
型

スライド・

音声連動型

動画通常収録

VR(バーチャル
リアリティ)コンテンツ

２週間でつくるには、
逆算して
実現できる事で
進めるしか・・・ない。
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お客様の反応と、弊社が担当したフォロー

学校を閉鎖しなければならず、急遽オンラインの導入が必要
┗実習やケースメソッドなど、読み物書き物だけでは伝わらない科目を
どうオンラインで補完がすることができるのか？
やったことがないのでイメージが全くわかない。。

【私どもが行ったフォロー】
システムでできることをご説明
学習者の機能と教員・管理者の機能ごとの説明
┗事前にキーマンとなる関係者とやりとりして、進め方のシナリオを取り決め、教員参加の際は
シャンシャンで終わるよう段取りを進めた （根回しが利いてひとまず導入は成功）

機能としてはあるものの、運用上の負担となりうるものは除外し、
使用する機能とコンテンツパターンをできる限り絞り、テンプレートも準備し、
先生方の役割と、職員の管理する範囲を決定した。
（5月のGW明けには配信したい。というニーズにお応えすることから逆算して進行）

職員・教員・システム担当、三者のいい関係を実現することが鍵
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「はじめてのLMS」 進める上でのポイントなど

【コンテンツ制作・LMS設定の進め方】

作成するコンテンツのパターンは、いくつかテンプレートを予め用意し、そのサンプルを
雛形に、量産する形で進めた。

教科設定、章単元設定、コンテンツの割当は、全て職員で実施。
教員は教材作成に注力させた
┗一部、遠隔からサポートしながら、必要ならばZOOMでSMTGをし、画面共有しながら
手順や設定方法などを共有し進めた

【学生サポート・運用】

学生へのアナウンスも、環境、接続方法、簡易マニュアルの雛形を共有し、必要な箇所のみをイ
ンフォーメーションに展開して周知し進めた。

授業開始時は、遠隔からサポートするも、機能を絞って利用されているため、大きなトラブルは
なかったが、１～２割程度の学生は外部要因で接続ができないなどのことがあった。
その際はあらかじめ準備しておいた代替策（ルーター貸し出しなども含み）により対応した。
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これから向けて (言われ始めていることですが・・・)

● この４月の段階で、他に選択肢がないために、緊急避難的に、

「ひとまず収録した授業＋テスト問題＋レポート」

により授業を配信された学校様にとって、次に求められる事は教育の質の向上。

● ひとまずはじめた学校様も、いったん落ち着いたところで、
先行かつ実績のある学校のノウハウを把握し取り込み、
教員と学生に寄り添った、良い運用を実現していく事が求められている。

〔再掲〕 職員・教員・システム担当、三者のいい関係を実現することが鍵
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教員 ・・・できるかぎり教育に専念して頂きたい

教材に向けて時間をかけて頂きたい
学生へのフォローにつとめて頂きたい

職員 ・・・教員の負担が軽くなるように、学内体制のなかで支えて頂きたい
LMSの設定
学生との事務的な窓口・サポート窓口
リアル授業との連携調整

システム担当 ・・・教員各位・職員各位が、教育に専念できるようにサポート

環境周り、PC・スマホ設定、インフラ設定、各種マニュアル
などを職員各位と協力し対応

職員・教員・システム担当、三者のいい関係を実現することが鍵

補足資料
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当初は外部メンバーの協力を受けながら進め、
段階的に自社内に体制を整える進め方が現実的です。

ｅラーニングプロジェクト 体制の例

プロジェクトマネージャ
⇒全体統括
スケジュール／要員管理

【学習管理システム担当】
システムリーダ
⇒システム構築
／運用管理全般

【学習コンテンツ担当】
コンテンツリーダ・制作ディレクタ
⇒製作・収録リーダー／手配担当

製作編集担当者
（１～３名）

講師／声優／ライター
／イラストレーターなど

設計担当者
（1～２名）

運用担当者
（1～２名）

収録担当・カメラマン
（１～２名）

補足資料 ※弊社 月例の「はじめかたセミナー」にて紹介させて頂いているものです。



ご清聴 ありがとうございました


